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万
九
千
社

立
虫
神
社

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

社

報
神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
八
五
号

令
和
五
年
夏

［
発
行
］
六
月
吉
日

代
宮
家
（
錦
田
）

よ

こ

や

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
お
宮
の
事
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。よ

う
や
く
疫
病
退
散
の
兆
し
が
み

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
弱
毒

化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
、
人
間
と

共
存
の
道
へ
と
舵
を
切
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
明
る
い
日
常
が
戻
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
事
で
す
。

さ
て
、
梅
雨
が
明
け
れ
ば
や
が
て

夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
暑
さ
厳
し
き

折
、
皆
様
ど
う
ぞ
お
健
や
か
な
日
々

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

宮
司
謹
白

今
季
の
祭

立

虫

神

社

夏

祭

り

夏

祭

り

夏
祭
り
は
、
稲
を
は
じ
め
と
す
る

農
作
物
が
日
照
や
風
水
害
、
虫
害
に

あ
う
こ
と
な
く
、
恙
な
く
秋
の
収
穫

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
人

々
が
伝
染
病
や
暑
さ
に
よ
る
病
気
や

怪
我
に
あ
う
こ
と
な
く
健
や
か
に
穏

や
か
な
日
々
を
暮
ら
せ
る
よ
う
に
神

さ
ま
へ
感
謝
と
祈
り
の
ま
ご
こ
ろ
を

捧
げ
ま
す
。

さ
ら
に
諸
産
業
が
益
々
順
調
に
発

展
す
る
よ
う
に
と
、
氏
子
一
同
お
祈

り
を
深
め
る
お
祭
り
で
す
。

今
年
は
四
年
ぶ
り
に
、
小
学
生
の

合
唱
合
奏
、
楽
し
く
美
味
し
い
出
店

な
ど
、
賑
や
か
な
催
し
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す

神
様
か
ら
す
れ
ば
、
神
立
、
千
家

の
皆
さ
ん
が
氏
子
さ
ん
で
す
。
ど
う

ぞ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
夕
涼
み

を
兼
ね
て
お
参
り
下
さ
い
。

日

時

七
月
二
十
三
日
（
日
）

一
、

本
殿
祭

午
後
三
時
よ
り
齋
行

一
、
末
社
祭

午
後
五
時
よ
り
齋
行

本
殿
祭
、
末
社
祭
が
夏
祭
り
の
中

心
で
す
。
本
殿
祭
に
は
、
氏
子
を
代

表
し
て
、
総
代
の
皆
様
に
昇
殿
し
て

も
ら
い
ま
す
。
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末
社
祭
は
、
境
内
を
取
り
囲
む
本

社
ゆ
か
り
の
四
社
を
時
計
回
り
に
そ

れ
ぞ
れ
お
祭
り
し
ま
す
。

※
末
社
祭
当
番
の
皆
様
は
、
五
時
か

ら
祭
典
で
き
ま
す
よ
う
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
あ
わ
せ
ま
し
て
、
各
社

の
お
護
り
、
氏
子
さ
ん
へ
の
御
神
酒

授
与
な
ど
、
一
夜
の
お
も
て
な
し
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
、

大

祓

お

お

は

ら

え

こ
の
日
は
、
夏
越
し
の
大
祓
（
旧

暦
六
月
三
十
日
に
近
い
日
と
し
て
）

も
行
い
ま
す
。

人
形
に
、
半
年
の

ひ
と
が
た

ツ
ミ
や
ケ
ガ
レ
を
う

つ
し
や
り
、
神
前
に

大
祓
詞
を
奏
上
し
、
そ
れ
ら
を
祓
い

去
り
、
今
後
の
無
病
息
災
、
防
魔
鎮

魂
、
疫
病
退
散
を
祈
念
し
ま
す
。

※
人
形
は
、
別
途
、
御
家
庭
（
神
社
維
持

費
家
当
金
納
入
各
戸
）
へ
お
配
り
し
ま

す
。
こ
の
紙
で
、
身
体
を
撫
で
こ
す
り
、

息
を
吹
き
か
け
た
う
え
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
を
書
い
て
、
御
初
穂
料
（
千
円
よ
り

お
気
持
ち
で
奉
納
下
さ
い
）
と
共
に
封
筒

に
入
れ
、
夏
祭
当
日
拝
殿
に
用
意
し
た

人
形
受
け
箱
に
お
納
め
下
さ
い
。
後
日

お
焚
き
上
げ
の
う
え
お
祓
い
し
ま
す
。

◎
人
形
と
引
き
換
え
に
、
疫
病
退
散

無
病
息
災
の
お
守
り

「
茅
の
輪
（
ち
の
わ
）
」
を

各
戸
一
体
お
受
け
下
さ
い
。

※
平
素
、
氏
子
の
神
社
維
持
費
を
未
納

の
御
家
庭
で
、「
大
祓
」
の
人
形
を
ご
希

望
の
方
に
は
、
社
務
所
で「
茅
の
輪
」
一
体

と
と
も
に
授
与
し
ま
す
。
授
与
料
は
千

円
よ
り
お
気
持
ち
で
お
納
め
下
さ
い
。

【
協
賛
行
事

納
涼
大
会
の

お
知
ら
せ
】

次
の
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。
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【
万
九
千
社
立
虫
神
社
神
代
神
楽

保
存
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

〔
そ
の
一
〕

子
供
神
楽
団
の
団
員
の
募
集
！

当
社
中
で
は
、
後
継
者
育
成
の
一
助
を
目

的
と
し
て
、
左
記
に
よ
り
子
供
神
楽
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

記

一
、
応
募
資
格

当
神
社
に
崇
敬
の
念
を
お
く
家
庭
（
※
）

の
小
学
生
（
性
別
不
問
）

※

神
社
維
持
費
（
年
間
）
を
納
め
て

い
る
ご
家
庭
。
な
お
、
未
納
入
の

ご
家
庭
は
、
今
後
納
入
の
こ
と
。

二
、
活
動
時
期

令
和
五
年
七
月
～

三
、
練
習

・
令
和
五
年
の
立
虫
神
社
秋
祭
り
で
の
神
楽

奉
納
（
面
を
つ
け
な
い
剣
舞
）
を
め
ざ
す
。

・
当
面
七
月
以
降
、
週
１
回
程
度
の
練
習
を

実
施
す
る
。

・
十
月
以
降
は
改
め
て
計
画
す
る
。

四
、
申
し
込
み
方
法

・
入
団
ご
希
望
の
場
合
は
、
保
護
者
の
方
か

ら
神
社
社
務
所
ま
で
「
申
込
書
」
を
提
出

願
い
ま
す
。
社
務
所
ま
で
直
接
お
越
し
下
さ

い
。
※
随
時
受
付
し
ま
す
。

〔
そ
の
二
〕

神
楽
保
存
会
の
会
員
（
性
別
不
問
）

募
集
！

当
社
中
で
は
、
中
学
生
以
上
で
概
ね
五
〇

歳
未
満
の
「
大
人
」
の
新
規
会
員
も
募
集
し

ま
す
。
歴
史
あ
る
当
社
の
神
楽
を
後
世
に
つ

な
ぐ
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

〝
お
問
合
せ
・
相
談
先
〟

そ
の
一
、
そ
の
二
と
も
、
詳
し
い
お
問
い

合
せ
は
当
保
存
会
事
務
局

矢
野
俊
之

（090-8609-8139

）
も
し
く
は
最
寄
り
の
当

保
存
会
会
員
、
社
務
所
ま
で
。

【
神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

浦
安
の
舞
の
舞
姫
さ
ん
募
集
！

当
神
社
で
は
、
毎
年
の
秋
の
立
虫
神
社
例

祭
に
氏
子
小
学
生
女
子
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」

を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
下
記
に
よ
り

舞
姫
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
合
せ
は
神

社
社
務
所
☎
０
８
５
３
（
７
２
）
９
４
１
２

ま
で
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

記

１
．
応
募
資
格

小
学
校
４
～
６
年
生
の
氏
子
女
子

※

氏
子
の
神
社
維
持
費
（
年
間
）
を
納
め

て
い
る
家
庭
の
子
。
な
お
、
未
納
家
庭

は
、
今
後
納
入
下
さ
い

２
．
お
稽
古
の
予
定

応
募
者
が
揃
っ
た
時
点
で
、
説
明
会
開
催
。

お
稽
古
の
日
程
等
を
相
談
。
夏
休
み
か
ら

９
月
に
か
け
て
、
週
一
回
程
度
、
お
宮
で
稽

古
予
定
。

３
．
奉
納
予
定
日

立
虫
神
社
秋
祭
十
月1

日
（
月
）

４
．
指
導
者

万
九
千
社
立
虫
神
社
権
禰
宜

錦
田
充
子

５
．
応
募
方
法

社
務
所
へ
直
接
お
越
し
下
さ
い
。

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）


